
藤代町（ふじしろまち）

＜行政組織＞

①三役(H16.5.1 現在)
こばやし やすお

小林 靖男長
（67 歳）

任期
Ｈ13.6.20～

H17.6.19

助役 平澤 邦夫 収入役 欠員

②議会(H16.5.1 現在)

議長 長東 秀臣 副議長 倉石 進

任期 Ｈ19.8.20 定数 18 名 現議員数 18 名

党派別 公明 2 共産 2 無 14

③職員数（H15.4.1 現在） （人）

普通会計関係全職員数

うち一般行政関係

公益事業

会計関係

348 331 191 17

一般行政職の

平均給料月額
337,566 円

ラスパイレス

指数
96.9

H12.4.1 H13.4.1 H14.4.1全職員数

の推移 355 357 352

④機構図（H16.4.1 現在）

＜町 長＞─＜助 役＞─

総 務 部─総務課,政策推進課,財政課,税務課

保健福祉部─

社会福祉課（中央保育所）（久賀保育所）（保健センター）

高齢福祉課

国保年金課

建 設 部─都市整備課,土木課,駅周辺整備課

生活経済部─産業経済課,生活環境課,住民課

＜収 入 役＞─会計課

＜議 会＞―議会事務局

＜農業委員会＞―農業委員会事務局

＜教育委員会＞─＜教育長＞―

次長─学校教育課（中央公民館）（中央図書館）（総合公園）

生涯学習課（指導室）（学校給食センター）

＜選挙管理委員会＞

＜固定資産評価審査委員会＞

＜監査委員＞

＜消 防 本 部＞─＜消防長＞―＜次長＞

総務課,予防課,藤代北消防署,藤代南消防署

＜概要＞

①沿革

昭和 30 年 2月 21 日 合体

相馬町 六郷村 山王村

高須村の一部 久賀村の一部

②地勢・風土等

県の南部に位置し、古くは水戸街道の宿場として栄え、ま

た「相馬二万石」と称される豊かな穀倉地帯として発展した。

一方、町の中央をＪＲ常磐線と国道 6 号線が横断している

ことから企業の進出や住宅開発が行われ、明るく住みやすい

都市へ整備が進められている。

また、小貝川や牛久沼などの豊かな水辺に恵まれ、岡堰

水神公園は茨城の自然百選に選ばれている。

③人口・世帯数

国勢調査

H2 H7 H12

常住人口

（H16.4.1）

男 16,062 16,503 16,333 15,969

女 16,682 17,302 17,133 16,883
人

口

(人) 合計 32,744 33,805 33,466 32,852

世帯数 9,018 9,852 10,452 10,839

④有権者数（H15.12.2 現在） ⑤老齢人口割合（H12 国勢調査）

男 女 計 老齢人口割合有権者数

（人） 13,323 13,972 27,295 14.0％

＜産業・経済＞

①生産・所得（平成 12 年度）

市町村内総生産 589 億円 就業者 1人当たり 7,081 千円

住民所得 1,116 億円 人口 1 人当たり 3,334 千円

②産業構造 （百万円･人）

区分 総生産額(H12 年度) 就業人口(H12 国調)

第 1 次 1,156 1.9％ 660 4.0％

第 2 次 16,959 28.2％ 4,670 28.4％

第 3 次 41,960 69.8％ 10,994 67.0％

総額・総数 60,075 ― 16,420 ―

③農業・工業・商業 （人･百万円）

農家数 農業就業人口
農業産出額

(H14.1.1～H14.12.31)農業

（H12.2.1）
986 1,311 2,000

事業所数 従業者数
製造品出荷額等
(H14.1.1～H14.12.31)

製造業

(H14.12.31)
45 1,589 42,872

商店数 従業者数
年間販売額

(H13.4.1～H14.3.31)卸・小売業

(H14.6.1)
285 1,824 40,049

④特産物

米、トマト

地域指定 一部事務組合加入事業 公営企業<住所>300-1592 北相馬郡藤代町藤代 700

<Tel> 0297-83-1111 <Fax> 0297－82－2097

<HP>http://www.town.fujishiro.ibaraki.jp/

<e-mail>info@town.fujishiro.ibaraki.jp

ロ ゴ マ ー ク

類型 7-4 ｺｰﾄﾞ番号 085634 面積 32.87k ㎡

近郊整備 上水道、下水道、水防、

火葬場、し尿処理、

ごみ処理

宅造



<財政状況>

①決算収支 （千円・％）

年度 H13 決算 H14 決算 増減率

歳 入 11,135,228 12,221,160 9.8

歳 出 10,767,678 11,850,215 -9.1

形式収支 367,550 370,945 ―

実質収支 195,592 258,306 ―

単年度収支 12,052 62,714 ―

実質単年度収支 -85,871 -242,803 ―

②主な歳入・歳出（平成 14 年度） （百万円・％）

区分 決算額 構成比 増減額 増減率

歳 入 12,221 ― 963 9.5

地方税 3,868 31.6 6 0.1

地方交付税 2,280 18.7 -330 -11.6

国庫支出金 480 3.9 -15 -3.2

地方債 2,307 18.9 947 220.1

うち臨財債費 330 2.7 ― ―

その他 3,287 26.9 ― ―

歳 出 11,850 ― 924 9.4

義務的経費 4,263 36.0 0 0

人件費 2,792 23.6 87 3.1

扶助費 458 3.9 57 14.6

公債費 1,013 8.5 -73 -6.4

投資的経費 2,802 23.6 ― ―

普通建設事業費 2,802 23.6 565 36.5

うち補助 527 4.4 360 197.3

うち単独 2,066 17.4 138 11.7

その他の経費 4,785 40.4 ― ―

③主要指標（平成 14 年度）

区分 指数等

基準財政収入額（H15） 3,299 百万円

基準財政需要額（H15） 4,982 百万円

標準税収入額等（H15） 4,339 百万円

標準財政規模（H15） 6,014 百万円

財政力指数（H13～15） 0.622

経常収支比率 91.3 ％

公債費負担比率 11.4 ％

起債制限比率（3 ヶ年平均） 9 ％

税の徴収率（過年） 14.1

税の徴収率（現年） 97.9

税の徴収率（合計） 91.1
④将来にわたる財政負担（平成 14 年度） (単位：千円，％）

現在高 比率

地方債現在高（A） 9,304,768 140.6

債務負担行為による

翌年度支出予定額（B） 2,024,145 －

実質債務残高(C=A+B) 11,328,913 171.2

積立金現在高（D） 956,798 14.5

将来にわたる財政負担（E=C-D） 10,372,115 156.7

⑤市町村税の状況（平成14年度） （千円・％）

区分 調定額 収入額 徴収率

2,108,629 1,984,852市町村民税

（構成比） （49.7） （51.3）
94.1

1,683,341 1,474,490固定資産税

（構成比） （39.6） （38.1）
87.6

454,936 408,613その他の税

（構成比） （10.7） （10.6）
89.8

合計 4,246,904 3,867,955 91.1

＜公共施設整備状況＞（平成 14 年度）

小学校 7 校 老人福祉施設 1 ヶ所

中学校 2 校 病院・診療所 22 ヶ所

幼稚園 5 園 道路改良率 25.8％

保育所 5 ヶ所 道路舗装率 60.5％

図書館 0 ヶ所 ごみ焼却処理率 57.2％

公営住宅 2 戸 し尿衛生処理率 100.0％

1 人当たり公園面積 9 ㎡ 上水道等普及率 79.3％

公民館等 7 ヶ所 排水等処理率 43.9％

体育館 2 ヶ所

プール 0 ヶ所

施設充足率（公私

立幼稚園保育所）
163.6％

＜主要施策等＞

①主要施策実施状況 （百万円）

名称
期

間
内容

概算

事業費

地域イントラネッ

ト整備事業
H16

町内公立施設及び小中学校への光フ

ァイバーと情報端末の整備
280

ふるさと能動整

備事業

H13

～

H16

椚木地区

高須地区

13

121

山王西部集落地

域整備事業

H16

～

H21

設計委託

用地買取

ほ場整備
30

藤代駅自由通路

バリアフリー化事

業

H16

～

H19

基本設計委託

実施設計

工事
15

中学校施設整備

事業

H16

～

H17

耐震補強設計委託 32

②今後の主要課題・特色ある行政等

＜主要課題＞

・行政改革の推進

・循環バスの導入

・高度情報化施策の推進

・小子高齢化対策の推進

・生活基盤整備の推進

・魅力ある中心市街地づくりの推進

＜特色ある行政＞

・三次元プロジェクトの推進

・市民活動、ボランティアセンターの充実


